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2月 第 3・ 4週 の主 日 礼 拝 説 教 要 約

2月 16日  ヨハネ福者書  3:22-30.

『 シメオンとヨノヽネ』

・ 2月 23日  ルカ福音書  4:16-24.

『 受 くる家あらず 』

衣笠病院教会 牧
`市

 官原晃一部
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≪ シメオンとヨハネ ≫

あの方 (イ エス )は 必ず栄え、私は衰える、と言 ,́た のは、まだ投獄 さ

れる前の洗礼者ヨハネで した (3:30)。 彼が投獄 される理由は、分害1

領主のヘロデ・アンテ ィパスが法 を犯 し、自分の兄弟の妻 と強引に結婚 し

とを、容赦な く非難 したからです。彼の刑死はイエスのそれよりも 2

年早かったと思われます。彼は自1分 のえを、覚悟 していたようです。

て、その死の 30年 ほど前のこと、こちらは救い主 イエスの誕生をも

、自分の死を覚悟 した人物がぃ [‖ した。彼の名はシメオン。

主よ、今こそあなたはお言葉通 り、この僕を安ι′かに去らせて くだ

さいます。私はこの日であなたの救いを見たからマ|す 。

(ル カ福音書 2:29-30)

こちらは洗礼者のコノヽネとは違い、自己否定的ではありません。む Lろ

彼の人生の最期を喜びをもって迎え Jり れることが読者に伝わってきます。

この人は正しい人で、信仰が篤 〈、イスラエルの慰められるのを待

ち望み 、聖霊が彼にとどまっていた。また、主がぜ|わ すメシアを見る

までは死ぬことはない、とのお告げを聖霊から受 |十 ていた。

(ル カ福者書 2:25b-26)

とあ ります。その半生をお もんばかイ)に 、シメオンに1既に高齢者の域に違

ヒていたと考えられます。彼が他界 |_た 30年 ほど後に、世代は交代 し、

洗礼者ヨハネの刑死があ りました。世代 を超 えた恙導交マとはいえ、両者

の死には、それでも一つの共通点があ ります。いず″1の 人生も、イエス
・

キ リス トの十字架 と復活 を見ず して最期 を迎えていたことです。彼 らの人

生は、イエスの “死 と復活
''に 与 る人々とは異な り、死んで一度 、陰府に

下 ったイエスに委ねられるしかなかったのか もしれ」|せ ん。その後 、何が

ど うなったのか を知 る術はあ りません。

さて、ヨハネの死 と前後 して、せに出たのがナザ レのイエスで したが、
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せσl)人 マはイエスのことを、ヨ′ヽネの生まれ変わ りであると誤解 します。

両考にはたしかに共通点はありました。それは彼らの存在を重 して歴史が

動いているとい う点です。同時に彼らが似て非なる存在であることが、か

え´て、せに下 ったメシアとは、そもそもどうヽヽ う方だったのかとい う疑

間な解 く鍵 ともな
`り

得たのです。

…世代前に召された預言者シメオンの方はとい うと、彼は、自身の息ま

れた最期 を迎えるにあたって言葉を遺 しています。「主よ、…1'kい を見た

かムです 」に続き、今度は赤子 イエスの母親のマ リアに向かって、

御覧なさい 、この子 (イ エス )は 、イスラエルの多くの人 を例 した

11立 ち上がらせた りするために と定められ 、また、反対 を受けるしる

ことして定められています。剣があなた (マ リア )の魂 さえも刺 し貫

〈で しょう。多くの人の電の迅いが現れるためです。

(ル カ福音書 2:34b-35)

夕11の 直前に獄中からイエスの許に弟子 を派遣 して、イエスが “来るべ き

方 (メ シア ?)"な のかど うか を確訳:し たか った後代のヨハネ (ル カ福音書

7:19)と は異な り、預言者シメオンの方はイエスの未来に関 して、正

確 な予見 をもっていたことが分か ります。

このように、イエ スの生涯 を知 ってぃた預言者シメオンと、自分が来た

る′tき 方の先駆者てあるか もしれぬこと以外には認識の無かった洗礼者ヨ

ハネとの差は非常|(大 きか ったとい う事実 を、聖書は伝 えていたのです。

≪ 受 くる家あらず  》

洸礼者ヨハネの最後の大仕事は、ヨルダン川ですザレのイエスに洗礼を

横 ||る ことで
｀
した。イエスが彼から洗礼を受けて祈っておられると、

天が開け、聖欝|が鳩のような姿で イエスの上に降ってきた。すると、

|あ なたは私の愛する子 、私の′ミ1に il艶 う者 」とい う声が天から聞こえ

た。 (ル カ福音書 3:22)
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ルカ福音書によると、前後 して当のヨハネ自身が、分割領主のヘロデ
・

アンテ ィパスに捕らえられたことが報告されています。

その後 、イエスは荒れ野で恙魔からの試みを受け、これを退け、故郷の

ガ リラヤに帰還 します。するとなぜか、

イエスが霊の力に満ちてガ リラヤに帰られると、その噂が周 リー帯

に広 まった。 (ル カ福音書 4:14)

というのです。その勢いでイエスはガリラヤの諸会堂で教えを説 くことに

なり、その教えに聰衆は圧倒されます。

主の霊が私に臨んだ。貧しい人に福音を告げ知らせるために、主が

私に油を注がれたからである。主が私を遣わされたのは、捕 らわれて

いる人に開放 を、日の見えない人に視力の回復 を告げ、打ちひしがれ

ている人を自由にし、主の恵みの年を告げるためである。

(ル カ福音書 4:18-19)

ィェスが故郷で教えを説 くことになる様子は、預言者イザヤが、その音、

既に予言 していたこと (イ ザヤ書 61章他 )が 、今、その通 りに実現 Lた

のだと、イエスは説 きます。「主の霊が私に臨んだ 」ことは、イエスがヨ

ハネから洗礼を横かった時に、確かに実現 していたことでした。その目撃

者が広範囲に広がっていたのかもしれません。

けれども、同じ生まれ故郷のガ リラヤでも、イェス自身の実家に戻ると、

勝手が違 うょうです。イエスが近所の会堂で教えを説こうとすると、「 こ

の人は、ヨセフの息子ではないのか 」との声が上が ります。

イエスのこのせの父親のヨセフは、この時までに他界していた (?)よ

うですが、彼は大工で、近隣の家々の建築や修理を手掛けていた顔見知 り

でした。この世の論理としては、よりによって “その息子
"の教えを聞か

されることになろうとは…。人々は違和感を覚え、イエスは拒絶 される運

命にありました (預言者、故郷に容れられず )。

それが、神の子であリメシアであるとすると、なおさらのことだったの

かもしれません。
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